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「西東京市環境基本計画」見直し中間報告についてご意見をお寄せください

　西東京市環境基本計画は平成１６年３月に策定され、平成２５年度まで
１０年間の計画期間中、前期５年間経過後にこれまでの目標達成状況や
取り組み内容を再点検し、計画をより具体性・実効性の高いものとするた
め、重点プロジェクトを中心に中間の見直しを行います。
   この度、中間見直し案がまとまりました。この見直し案について、
市民の皆さんのご意見を募集します。
□見直し案の閲覧
環境保全課、情報公開コーナー（両庁舎１階）、市　HP でご覧になれます。

□提出方法　文書で提出してください（形式自由）。住所・氏名・案
件名「西東京市環境基本計画中間見直し」を必ず明記のうえ、３月
３１日捷（必着）までに、〒２０２－８５５５　市役所環境保全課へ郵送、
ファックス（胃４３８－６２８２）、電子メール（市の　HP から）、直接持参
で提出してください。
※匿名のご意見は受け付けできませんのでご注意ください。
※提出されたご意見に個別回答はできませんのでご了承ください。

　この計画は、市内の建物の耐震診断や耐震改修を計画的に促進す
ることにより、災害に強い住宅・まちづくりを実現するために策定
したものです。阪神・淡路大震災など過去に起きた大きな地震時に
は、昭和５６年以前に旧耐震基準で建てられた建物の被害状況が非常
に大きく、多くの尊い命が失われました。
　そのため、国では、今後予想されるマグニチュード７程度の首都
直下地震などでの被害想定を平成２７年度までに半減させるという目
標をかかげており、このような建物の耐震化はこの目標を達成する
ための最重要課題で、最優先に取り組むべきものです。
□計画期間　平成１９年度～２７年度の９年間
□内容・構成
①はじめに
　計画の目的、位置づけ、対象区域・建築物などをまとめました。対
象区域は市内全域、対象建築物は昭和５６年以前に旧耐震基準で建て
られた住宅などです。
②耐震化の現状・目標
　市内の建築物の耐震化率の現状を推計しました。住宅は８１．４％、
人が集まる一定規模以上の建物（民間特定建築物）は７６．８％、災害

時に避難所等となる防災上重要な公共建築物は７７．３％です。
　また、平成２７年度までに達成する耐震化率の目標を定めました。
住宅は９３％、民間特定建築物は９０％、防災上重要な公共建築物は
１００％です。
③耐震化を図るための施策
　耐震化率の目標を達成するための基本的な取り組み方針や重点的
に取り組むべき施策を示しました。
④耐震化に係る総合的な施策の展開
　耐震化を推進するための普及啓発、耐震診断・耐震改修を誘導し
効果的に耐震化を促進するための支援策などを整理しました。
　なお、この計画に基づき、２月１日から木造住宅の耐震診断・改
修で必要となる費用の一部を助成しています。詳細は、都市計画課
までお問い合わせください。
　市では、今後この計画に基づき、住宅・建物の耐震化を効果的に
促進するための各種施策を推進するとともに、関係機関と連携・協
力することにより、安心・安全な住環境づくりを目指します。建物
の耐震化は、その所有者が自らの問題、地域の課題として主体的に
行うことが必要ですので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

耐震改修促進計画を策定しました

市の検討結果（概要）お寄せいただいた意見（要旨）

この計画は平成２０年２月１日に策定し、同日から木造住宅の耐震改修費用
の一部を助成する制度を始めました。そのため、市内全域が、耐震改修を
行った住宅の所有者に対する所得税の税制特例制度の対象区域となってい
ます。この所得税の控除を受ける際は、一定の適用条件があり、市が発行
する証明書を添付して確定申告が必要になりますので、詳細は、東村山税
務署（札０４２－３９４－６８１１）、または都市計画課（札４３８－４０５１）までお問い
合わせください。

耐震改修した場合の税制特例制度（所得税の控除）の適用が、確定申告
に間に合うように、この計画を早急に決定していただきたい。
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （件数：１件）

１

ご意見を踏まえ、全体的に掲載図を見直すとともに、新たに図を掲載する
など、わかりやすい内容となるよう修正しました。

文の説明として図を用いるなど、市民にわかりやすい内容にしていただ
きたい。
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （件数：５件）

２

ご意見を踏まえ、住宅の耐震化の推計値の表に木造と非木造の内訳を追加
し、それぞれの戸数の推計値がわかるように修正しました。

住宅の耐震化の推計値を木造と非木造に区別し、構造別の戸数がわかる
ようにしていただきたい。
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （件数：１件）

３

幹線道路沿いの建築物の調査は、今後、所管行政庁（東京都多摩建築指導
事務所）と連携・協力のもと行う予定です。

幹線道路沿いの建築物の耐震化は、防災上最重要であるため、建物の調
査結果をリストにまとめて提示していただきたい。
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （件数：１件）

４

ご意見を踏まえ、全体的に文章を見直し、「～するものとする。」という表
現を「～する。」に統一して修正しました。

文の中で、「～するものとする。」という表現は、積極性に欠ける印象が
あるため、「～する。」というような表現に修正していただきたい。
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （件数：２件）

５

　◆都市計画課 　保 （札４３８－４０５１）

　重要な計画や市民の皆さんの生活に重大な影響を与え
る条例などを策定する際に、素案がまとまった段階で市
民の皆さんのご意見をおききする制度が市民意見提出手
続き（パブリックコメント）制度です。
　皆さんのご意見を、市政に反映させることができる市
民参加の一制度ですので、ぜひ積極的なご参加をお待ち
してます。
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◆環境保全課 　保 （札４３８－４０４２）
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